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1.1ま じ め に
中国 語 副 詞 の分類 は,他 の言語 にお い て も同 様 か と思 われ るが,副 詞 と
い う品 詞 自体 の持 つ 多様 性 ゆ え に,諸 家 の 説 も実 に多 岐 に亘 って い る。 本
稿 で は,ま ず副 詞 が 品詞 分 類 の 中 で,ど の よ うに 位 置 付 け られ て き た か
を,r実 詞 」,r虚 詞 」 とい う分 類 法 を一 つ の基 準 と して,眺 めて み る こ と
に した い。 そ の後 で,副 詞 の下位 分 類 が どの よ うに して行 わ れ て い る か
を,主 に 日本 語 と対 照 しな が ら,眺 め てみ た い と考 え る(次 号)。
2・ 副 詞 の位 置 づ け
中国 語 に お い て は,よ く 「実詞 」・「虚 詞 」 とい う分 類 が な され る。 古 く
は,r爾 雅 』 にお い て,前 三 篇 を 「虚 詞 」 に割 い たnの を始 め と して,劉 離
P文 心 雛 龍 』 にお い て も
,r虚 謳」 を,r発 端 」・r礼句 」・r送末 」 の三 篇 に
配 す る2)。 劉 漢 はそ の書,ア 助 宇辮 略 』序 にお い て,
構 文 之 道,不 過 實 字 虚字 爾端,實 字 其 髄,而 虚 字 其性 情 也.(構 文 の
道 は、 実字 ・虚 字 の両端 に過 ぎず,実 字 は其 の体 に して,虚 字 は其 の
・性情 な り
。)
と述 べ た。 書 名 に 「助 字 」 の二字 を冠 して い る以 上,「 助 字 」 とはア 所 謂
「助 詞 」 だ けの意 味 で は な く して,「 重 言 」・「助 語 」・「断 字 」・「疑 宇 」・「詠
歎 字 」 等 を含 め た 「虚 字 」,「虚詞 」 の 謂 い で あ る3〕。
清 末,馬 建 忠r馬 氏 文 通 」 は,西 洋 文 典 を模 倣 して著 され た もの と言 わ














す な わ ち,表1に あ 巻 よ うに,「 実 字 」 と して は,「 名 宇 」.(名 詞 一 以 下,
筆者 に よ る 目本 語 文 法 にお け る対 応 語 を記 す),「 代 字 」(代 名 詞),「 動字 」
(動詞),「 静 字 」(形 容 詞),「 状 字 」(副 詞)を 挙 げ,「 虚 詞 」 と して は,.「介
孚」(英 語 の 前 置 詞 に 似 る。 目本 語 の 接頭 語 とは 異 な る),r連 宇 」(接 続
詞),「 助 字 」(助 詞・◎助 動 詞 に相 当),「 歎字 言(感 嘆詞 〉を挙 げ て い る。 馬 建
忠 は,副 詞 を 「実字 」 に配 して い る壬}。
民 国 以 降,最 も早 く現 れ た 文 法 書 の一 つ に,.陳 承 沢 『国 文 法 草 創 』 が あ
る。 各 品詞 の名 称 も 『馬 氏文 逓 』 と もか な り似 てい るが,品 詞 の順 位 が 変
る と と も に,「 代 字 」 が 「名 字 」 の 中 に組 み入 れ られ,形 容 詞 ・副 詞 の名
称 が 「象字 」 ・「副字 」 の よ うに変 る。 ま た,「 助 字 」・・「歎 字 」 が独 立 して,目
「助字 」 と 「感 字 」 と に な って い る。 そ れ よ りも大 き な特 徴 は,「 実 字 」・
「虚字 」 とい う用 語 を用 い て はい る も の の1
蓋 虚 字,實 字 之 別,亦 文 字 歴 史 上遺 物 之r也 。(蓋 し虚 字 ・実 宇 の別
も亦 た,文 字 の歴 史 上 の遺 物 の一 つ な らん。)
と述 べ て,こ れ に よっ て 品詞 分 類 を行 って い な い 点 に在 るで あろ う5}。
黎 錦 煕 『新 著 国文 法 』 は,陳 承 沢 の それ を さ ら に 徹 底 し て い 石 。r実
字 』・「虚 字 』 とい う用 語 を用 い な い ば か りか,.そ う した もの に拠 らな い新
しい術 語 を創 出す る。 表3に あ る よ うに,名 詞 ・代 名 詞 を合 わ せ て 「実 体
詞 」 と し,動 詞(同 動 詞 「是 」 ・「為 」 等 の語 一 筆 者)を 「述 説 詞 」 と
す る。 ま た,形 容 詞 ・副 詞 を合 わせ て 「区別 詞」 ど し,介 詞 ・連 詞 も 「関
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表3黎 錦煕の品詞分類
(1〉 名 詞(2)代 名 詞 ・_・ ・實 睡 護
(3)動 詞(同 勤 謝 述 説 詞
(4)形 容 詞(5〉 副 詞 … 一 ・匿 別 詞
(6)介 詞(7〉 連 詞 ・ 一 關係 詞
(8)助 詞(9)歎 詞 曹 一 一 情 態詞
係 詞Jと し,助 詞 ・歎詞 を 「情 態詞 」 と して い るの で あ る。 黎 錦 煕 は こ う
した 分 類 の 定 義 と して
九 種詞 類,大 豊 是按 照一 般 文 法 分 別 詞 品 的 通 規 而 定 的 。 但 人 ・意 識 中
反 映 的 「封 象 」,實 只 具 有 三方 面:一,目 實 髄 ∋二,作 用5三,性 態 。
(九種 類 の 品詞 は,一 般 的 な 品 詞 分 類 法 の規 則 に 基 づ き定 め られ た も
ので あ ろ う。 しか し,人 々 の意 識 の 中 に反 映 す る 「対 象 」 は,実 は三
つ の面 しか な い。 す な わ ち,一,実 体 ヨニ,作 凧 ≡三,性 態 で あ る。
と述 べ る が,「 実 体 」 を意 味 に,「 作 用 」 を機 能 に,「 性 態」 を様 態 に置 き
換 え られ る とす る な らば,当 時 と して は極 め て暫 新 な もの だ っ た と言 え る
で あ ろ う.。'「実 詞 」・「虚 詞 」 とい う分 類 法 は,多 分 に意 味 を重視 した もの
で ある か らで あ る6)。
楊 樹 達 『高 等 国文 法 』 も,目「実詞 」・「虚 詞 」 に よ る分 類 法 を 取 ら な い 。
この 『高等 国 文 法 』 は 「馬 氏文 通 』 の批 判 か ら出 発 し た と言 って 過 言 で な
く,後 の 『馬 氏 文 通 刊 誤 』 の誕 生 を指 唆 させ る。 副 詞 の項 を例 に取 る な ら
ば,
表 態 副 詞 馬 氏 所 謂 言 事之 如 何 成 者 。(表 態 副 詞 馬 氏 の所 謂 事 の 如
何 に して成 れ る か を言 う者 な り。)
とい う具 合 に,ア 馬 氏 文 通 』 を引い て か ら,そ れ らを論 じて い る か らで あ
目る7)。 楊 樹 達 の 品詞 分 類 につ い ては,表4を 参 照 され た い6
以 上 が1920年 代 まで の 大 ま かな 動 向 で あ るが,こ こ に取 り上 げ た もの
だ け で も,す で に40～50年 代 に 起 きて くる さ ま.ざま な 問題 が 胎胚 して い
る よ うに思 われ る。 大 き く言 えば,品 詞 分 類 全 体 の 問題 で あ るび,副 詞 を
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表4楊 樹達の品詞分類
名 詞一 濁有 名詞 ・公共名詞 ・物質名詞 ・集 合名詞 ・抽 象名詞
代 名詞 入稻代名詞 ・指示代 名詞 ・疑問代名謂 ・複 牒代名詞
動 詞一 内動詞 ・外 動詞 ・同動詞 ・助動詞






詞一 衷態 ・表数 ・表時.響表地 ・否定 ・詞 問 ・傳疑 ・悪 劃 ・命令 ・敬 譲
詞一 介 動作 ・介所為 ・介所拠 ・等多数
詞 等立 ・選択 ・陪従 ・承逓 ・転擬 ・提 孕 ・推 拓 ・仮設 ・比 冴
詞 語首 ・語 中 ・語末
詞
「実 字(実 詞)」 に配 す る か
,「 虚 字(虚 詞)」 に配 す る か,そ れ と も・,どち ら
に も配 さない 方 が よい か,と い う閤 題 も小 ざ くは な い。・
1930年 代 の 後 半 は,所 謂 「文 法革 新 」 の 時期8}で あ っ て,陳 望 道 ・金 兆
梓 ・傅 東 華 ・方 光 壽 ・張 世 禄 を 中心 と した メ ンバ ー の 中 か ら,過 去 の文 法
研究 に対 す る批 判 が 一 気 に噴 出 した 。 この 時期 に は,イ エ ス ペ ル セ ンや ブ
ルー ム フ ィー ル ドな どの文 法 理 論 の影 響 が 多 く見 られ たる ま た,小 林 英 夫
の翻 訳 を通 じて,ソ シ ュ ール の 言 語理 論 も紹 介 され て い る。 成 果 につ いて
は と もか く,外 国 の動 向 に最 も敏 感 に反 応 した 時期 の一 つ で あ っ た。
1940年 代 に は,中 国語 学 界 にお ける 三大 著 作 と も 目す べ き 著 作 が 相 次
いで出 版 され た 。 す な わ ち,高 名 凱 『漢 語 語 法 論 』,昌 叔 湘 『中国 文 法 要
略』,王 力 『中国 現 代 語 法 』 の三 著 で あ る。
高 名 凱 ア漢 語 語 法 論 』 にお け る,「 実詞 」・「虚 詞 」 の分 類 は,図5に 挙
げた よ うに,極 めて ユ ニ ー クで ある 。分 類 され た 品詞 の数 が多 い こ とも さ
る こ となが ら,従 来,各 品詞 個 々 に,「 実 詞 」・「虚 詞 」 の どち らかが 充 て
られ てい たの に対 して,
実 洞 痙 和虚 洞 分 弄,因 力 迭 丙 榊 凋 有本 庚上 的 区別 。(実 詞 は虚 詞 と 分
離 す べ きで あ る。 とい うの は,こ の二 種 類 の語 に は本 質 的 な 区別 が あ
る か らで あ る。)





























・て しま った か らで あ る9,。 しか し,一 方 で は 少 々理 解 し に くい 面 もな い で
は ない 。 例 え ぱ,「 昨 天 来 的 人 」 の 「人 」 と,「 対 故 人 的 仇 恨 」 の 「仇 恨 」
とは,と も に 「実 詞 」 に分 類 され て い るが,「 表 知 的 詞 」 と 「表 情 的 詞 」
との違 い は どこ に在 る の で あ ろ うか 。 「人 」 が一 般 名 詞 で あっ て,「 仇 恨 」
が 「恨 み 」・「憎 しみ」 等 の感 情 を表 わ し て い る か ら とい う意 味 で あ ろ う
が,確 か に は っ き り説 明 され てい な い 。
一 方











図7王 力 の贔詞 区分
てい な い が,「 実 義 詞 』・『輔 助 詞 」 をそれ に替 え て い る、点で は,所 謂 伝 統
的 な枠 組 を越 え て い な い よ うに思 わ れ る。 図6(『 中 国文 法 要 略 』 に ょ っ て
作 図 す る一 筆 者)を 具 れ ば,類 似 点 が よ く分 か る で あ ろ う。 た だ,名 称
の変化 は意 味 ・内容 の変 化 に も繋 が っ て い る はず で あ る。 何 故 な らば,呂
叔 湘 は,「 実 」 と 「虚 ゴ につ い て,
同 属 輔 助詞,逮 塁 面 逐 有 虚 実 之 分 。(同 じ』く輔 助 詞 に属 して い る も の
の 中 に も,虚 実 の違 い が あ る 。)
と考 え る か らで あP,こ の点 で は,高 名 凱 の処 理 に 似 た 側 面 を 持 っ て い
る。 しか し,残 念 な が ら,一,土 の例 を挙 げ る のみ で,精 確 には述 べ られ
てい ない ゆ 。 な お,昌 叔 湘 は後 に,朱 徳 煕 と と もに,ア 語法 修 辞講 話 』 を
著 す 。 こ こで はン
代 詞,副 詞,連 続詞,語 氣 詞 的 意 義 比 較 空 露,可 以 穗 爲 「虚 詞 」,和
從 前 所 謂r虚 字 」的 範 園大 致 相 同。(代 名詞,副 詞,接 続 詞,語 気 詞・
の意 味 は比 較 的 豊 富 で あ っ て,「 虚 詞 」 と言 うこ とが で き る で あ ろ う。
従 来 言 われ て きた・「虚 字 」 の筆 囲 と も,ほ ぽ一 致 す る。)
と言 うだ け で あ る・r実 義 詞 」 をr実 詞 」,r輔 助 詞 」 を 「虚 詞 」 に戻 した
の に止 ま らず,目r輔 助 詞 の 中 に も虚 実 の違 い が あ る」 と した 観 点 を も取 夢
下 げ て しま っ た感 が あ る。 昌叔湘 の最 終 的 な結 論 は,『 汲 落瀟 法 分 析 問 題 』
で,
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看 来 光在 ・虚,実'二 字上 琢 磨,不 会有 明 礁 的 詰 途1虚,実 二 美 的 分
別,実 用 意 又 也 不 根大 。(考 え て み る に,r虚 」・r実」二 字 に は,明 確
な結 論 は出 な いで あ ろ う.虚 ・実 の違 い は,実 用 的 な意 味 か らは,あ
ま り大 き な意 味 が な い か らで あ る。)
と言 う こ と}こな るQ
王 力 『中国 現 代 譜 法 』 に お け る立 場 は,表7に あ る よ うに,「 半 実詞 」・.
「半 虚 詞 」 とい う呼 び 方 を用 い た点 に よ く表 れ て い る。 す な わ ち,
副 凋可 説 是 介 乎 虚 実 之 間 的 一棘 凋 。 官 伯 不 算 掩 虚,因 力 壱 伯 逐 能 表 示
程 度,苑 圃,吋 阿等3然 而 壱 ・也 不 算 鈍 実,因 力 宮 偵不 能 単 独 地表 示
r騨 実 物,一 紳 実 情,或 一 秤実 事 。(副 詞 は虚 実 の問 に在 る辞 で あ る.
程 度,範 囲,時 問等 が表 せ る とい う意 味 で は,純 粋 の虚 詞 と は言 え な
いび しか し,単 独 で 実 際 の物,気 持,事 実 を 表 せ な い とい う意 味 で
は,純 粋 の実 詞 とは言 え ない で あ ろ う。〉
と述 べ る。 言 わ ば,高 名 凱 の複 雑 な分 類 を単 純 化 す 弓 と と も に,呂 叔 湘 が
明 らか に しな か っ た 「輔 助 詞 の 中の虚 実 」 を よ り明 確 に しよ うと して い る
か に見 え る。 王 力 自身 も,名 詞,代 名 詞,動 詞,限 制詞,関 係 詞,助 詞,
感 歎 詞 とい っ た七 種 説 を取 って い た時 が あ った111わ けで,そ れ に比 べ る な
らば,詳 細 に な っ て い るわ けで ある。 しか し,こ れ は ま さ に,郭 紹 虞 『汲
悟 藷法 修 辞 新 探 』 が,
逮 稗 改 劫都 是 杁 島 氏的 基 砧 上稽 加 変 化 而 成 的 。(こ う した 改 良 は,馬
氏 の基 礎 の上 に,少 しぱ か りの変 化 を加 えて,で き上 が った もの で あ
る 。)
と指 摘 した よ うに,「 実 詞 ゴ 「虚 詞 」 に拘 泥 し過 ぎ た 嫌 い な き に しもあ ら
ず で あ ろ う12)。陳 望道 『文 法 筒 途』 が
単現 虚 凋 是文 法 成 分,那 也 是 片 面 的 、(単 に 虚 詞 演 文 法 成 分 で ある と
す る だ けで は,一 面 的 で あ る。)
と批 判 し,
我 何 麸 力,形 恋 部 也 是 有叉 的,不 詑 実 洞,虚 洞都 包 括 意 文,形 春,功
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能 三 者,速 祥 才 比 較 全 面 些 。(我 々 は次 の よ うに考 え る。 形 態 部 に も
意 味 が あ る。 実詞 と言 わず,虚 詞 と言 わ ず,意 味 ・形 態 ・機 能 の三 者
を含 んで い るわ け で あ る か ら,こ う した もの が含 まれ て い な げ れ ぱ,
よ り全 面 的 な もの に は な り得 な い 。〉
と結 論 づ け る勘 の も,語 彙 と い う ものが,意 味 ・形 態 ・機 能 の三 要 素 を離
れ て は 考 え られ な い とい う意 味 で は 正 しい。 な お,王 力 は,『 中国 語法 綱
要 』 で は,副 詞 「半 実 詞 」説 を取 った 溺,『 詞類 』 で は,「 半 実 詞 」・「半 虚
詞 」 とい う名 称 を用 い な か っ た 凶 。
1950年 代 は 「論 争 」 の 時 代 で あ っ た。1953年9月 か ら 「詞 類 」 問題,
1955年7月 か らは,「 主 語 ・目的 語 」 問 題,1957年 に は 「単 文 ・複 文 」 問
題 を め ぐ って,論 争 が 展 開 され た 。 ま た,1956年 に は,中 学生 ・高 校 生 の
教 学 の基 準 とな る 「暫 似 汲i吾教 学 浩 法 系 銃」,「初 ・高 中汲 悟 悟 法 基 本 知 沢
学 参 考 資 料 」 お よぴ,中 学 の 漢 語教 科書 が 出版 され た。 こ こ で は 「暫 拡 汲
語教 学 屠 法 系 銃 」 に主 として 触 れ た い 。
『現代 汲悟 沼 法 欝 活 』 は
,「 詞 類 」 問 題 論争 が行 われ る直 前 に,「 中 国語
文 」 誌 上 に陸 続 と掲 載 され た論 文 を ま と め た も の で あ る。 この本 で は,
「詞類 」 の章 立 て は行 われ て い る が,「 実 詞」・「虚 詞 」 に よる分 類 は行 わ れ
ない。 したが って,副 詞 はそ の どち らで も ない こ と にな る15〕。
『暫 似 汲 濡教 学 醤 法 系 統 筒述 』 は前 述 した とお り,中 学 生 に 対 す る 文 法

























































しなけれぱならないのは,「 実詞」・「虚詞」 とい う分類法が行われている
二と驚 る.副 言司は,介 言司などとともに,r虚 詞」薩 帥 ているσ味 星
は 「暫似漢語一 」について7
..,在 学刃呂叔湘,朱 徳黒編写的 《落法修辞耕活》的基砒上・.由教
育部人民教甜 版社中学灘 構 室購 出 噌 拡瀟 教鞘 法系 雛
(1%6年1月)和 《初、高中汲落濃法基本知沢教学参考資料,《 以及中
学瀟 躰.侶 纏 粥 螺 細r語 法修辞灘 函 を影 して融
育部,入 民教育出版社 の中学漠語編集室 にょり,「暫掛漢語教学語法
系統、((1956年/月,「 初、高級中学漢語語法基本知識教学参考資料」
ならび に,中 学の漢語テキストが編集,出 版 された。)
と諭 ている聯 、r灘 離 修鱒 話』腿 戴 すれば・ 表9騰 るよ










































































































弊,r実 詞、・嘘 詞」翰 類法が恥 れ渦 楓 ま 「翻 粛 分疑 繍
ことになろ う。事実,以 下のとお りである。
また,初 編集幽 ったのは,張 訟 驚 ったとされ凱 張 誌 公自
身,自 轡 漢藷 灘 識抑 較 翻 の纐1こ 「実詞」・「「翻 」の別
を用いて籾,副 詞は 嘘 詞」の嘩 入れている・後 に・張静は・
把副凋算作虚洞的一和,一 ・。迭些意凪量然曽内涛多人所接受,但 也
雛 得糀.(副 詞 雄 詞の鍾 と融 している・ ・… こうし嫡
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表 王0「 暫劃汲達}醤系坑」 の分類




学生 令・双胤 今天 北京
上 下 后 里 外 中
走 愛炉 研究 変化
能 敢 肯 会 必 須目
超向劫凋 来 去 上一来 下 去
洞断旺』† 是
3形 容 凋 大 紅 香 伏秀
4数 洞




!人 称 代 洞 我 像 他 宮 我但
6代 洞1疑 同 代 洞 「 准 什広
指 示 代 祠1逮 那
7副 う司:復 都 常常 不
8介 洞'凧 往 把 被
9達 洞、 和 或者 但是 所以
1D助 凋
結 胸 助 洞 的 地 得目.所
吋 恋 助 洞・ 着 了 這
落 『 助 洞 兜 唱 阻
11収目 洞 圃 虞 感
見は多 くの人々に受け入れられているが,討 論 に値するものである.
と述べているが,こ れは 「暫捌漢語教学語法系統」が 「副詞虚詞」説を取
ったことに対する,反 対の表明であろう1殊
なお,1981年,r全 国語法和語法教学討論会」の討論を経て,r暫 似漢
語教学語法系統』・の修訂が行われ,新 たに 「教学語法試行方案」 と呼ぱれ
・一6尋一
る綱 領 が 出 され た。 これ に よれば,八 個 所 が けず られ た り,簡 単 に な った
りして い る。 ま た,十 個所 が改 め られ,六 個 の事 項 が増 補 され て い る 。 た
だ,「 虚 詞 ゴ 「実 詞 」 お よぴ 副 詞 にっ い て は,「 暫 似 漢 語 一 」 とそれ ほ ど
変 って い ない よ うで あ るエ9}。中学 の漢 語 教 学 に お け る新 た な 綱 領 で あ る
「中学 教 学 語 法 系 統 提 要(試 用)」 で は
,「 実 詞 』・「虚 詞 」 の分 類 を行 い,副
詞 を 「虚 詞 」 に配 して い る。 陳望 道 が,
一,不 遣 実 洞,虚 凋都 包 活 意 又,形 恣,功 詣 三 者,逮 祥 才 比 較 全 面
些 。(_.,実 詞 ・虚 詞 を聞 わず,意 味 ・形 態 ・機 能 を含 ん で お り,.
三 者 が そ ろっ て始 め て よ 葺全 面 的 に な る。)
と言 って,機 能 を重 視 し た2e尼 して も,「 実 詞 」・「虚 詞 」 の ど ち ら か に,
機 械 的 に配 置 で き る方 が ス クール グ ラ マー と して は 便 利 な 面 が あ る。 「実
詞 」・r虚詞 」 な る分 類 は,F馬 氏 文 通 』 以 来 の分 類 法 で あっ た。 それ を用
い る こ と によ9,裁 然 と品詞 分類 が で きる こ と もあ って,利 用 され て きた
面 も見 逃 が せ な い わ け で あ る。 目本 語 にお い て も,形 態 の上 か ら は っ きり
と品詞 分 類 が で き る橋 本 進 吉 の説 を基 に した文 法 理 論 び,今 目 も学 校 文 法
と して行 われ て い る こ と と,ま く似 て い る と言 え る で あ ろ う。
表10は,副 詞 の下 位 分 類 と 「実 詞 」 ・「虚 詞 」 の別 を表 に した もの で あ
る、 『馬 氏 文通 』以 降 の諸 書 の取 り扱 い につ い て は,年 数 順 の配 慮 を して




































































































































































































































































































































































塑 環 巖 鞭 蚕 農 栽 長 衆 羅 景固…灘 寒 者 巣R
韻 僑 蛋 韓 嬉 緊 送 鰹潭 零 檀 郭
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Nooひ ひ ③ ⑪ONd目 一 一 一 一 顧 一
ま 跡 ま ま 蹄 象 蓉 窓 叙 ま 象 ま ま ま









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































夫,惟,蓋,故 者,議 端之首 唱,之,而,干,以 者,乃 札 向之 旧体1乎,哉,
栗,也,送 末之常科。
とあるD
3.詳 しい分類 は以下の三十種 。
重言 省文 助語 断辞 疑辞 詠歎辞 急鐘 緩辞 発語辞 語 已辞
設辞 別異 之辞 継車之辞 或然 之辞 原起之辞 終章之辞 頓挫 之辞
承 上 転下 語辞 通 用 専辞 僅辞 歎辞 幾辞 極辞 総括之辞 方
言 倒文 実辞虚用
そ の訓釈の例 としては
正訓 反誰 通訓 借訓 互訓 転謂
の六種 を挙 げる。
4.緒 論 「正名」字類 に
凡 字有事理可解 者,日 實 字。無解 而惟以肋實字之唐態者,日 虚字。實字之
類 五,虚 字之類 四び
とあ り,表1も これに よった(昌叔湘球海棄編 『馬氏文通漢本■・上海教育 出
版樹 。
5・ 『國文法革創』(ア語文彙編』・第四十一輯所収同書 による〉には,
凡表 物及 物之膿,相,用,或 雛非表膿,相,用,而 有支配其瞠,相,用(不
完全他 動属 之),直 接 限制其膣,栢,用(指 示象宇及限制副字属之〉之作用
者,爲 實字,此 外,則 爲虚字 。
とある。
6・ 『新著 國語文法』(1955年 校訂本,商 務 印書館 による)第二章 「詞類 的匿分和
定義」 では,本 文(57ぺ 一 ジ〉に引用 した個所 に続けて,
一 個観念 的内容,錐 有完全具備這三方面的可能,但 句法上語詞的任務,各
只能撮 當一方面 因之大多数有封象 的語詞,就 在本質上照這三方面分 爲三
大類;r"實 艦詞",表 實髄的,就 是名詞,代 名詞1二,"述 説詞",表
作用 的,邸 動詞;三,"匿 名詞",表 性態的,蔀 形容詞,副 詞 。
と言 う。
7,そ の他 については以 下の とお り(「汲語語法巫令」 所収 匠高等国文法』。商秀
印;汚径『による)〇
二 表態副詞 墨匙所謂度事成之有如許者。 三 表時副詞 馬氏所謂 捲事
成 之虚者 。五 否 定副詞 墨塵所謂決事之不然者。 六 訥問副詞 量 所
謂傳疑 難不定之状者.七 傳疑副詞 馬氏合子前一種,不 男列 。八 磨封
副 詞 馬 氏無。九 命令副詞 馬氏無。十 敬灘ll詞 馬氏無 。
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8.『 中國文法革 新討 論集』(「學術」第二輯・1叫0学 術肚 刊)の 注醸泉 の後記 に
よればP
文法革新問題的討論 從民 國 二十七年 十月 二十六 日語文週刊第 十 六 期起
(語文週刊,創 刊干民國二十七年七月十三 日),到 民 國二十八年 二 月 六 日・
語文週刊第三十期 起登刊専輯討 論,到 三月二十 巨語文週刊第三十六期以後・
討論暫中断。東方雑誌第三十六巻第二 十號,刊 載傳東華先生的文法稽古篇。　 ハ
學術(即 本誌)第 二輯,堕 望道,張 世 緑諸先生獲表 論文筆者爲 了一黙 「語彙
試論」,方 光蕉先生原定撰漫談文法學,因 事未克執 筆,待 罵成,再 刊入學　 ザ
術,夏 再尊先生撰文法偶識將刊入學術第三輯 。
とある。
9・ た だ・先行 の諸家で も,黎 錨煕r新 著國語文法』や揚樹達 『高 等國文法』 で
は,そ うした虚実 の別 を採 らない(表10参 照〉。
1α 『中国文法要略』(双 語悟法巫書、商勢印甚塘)に よれぱ,
比如 「祢」,「那」,「什広」,「三」等洞的意叉逐是毘較具体,作 用也和 実又
洞差不多1其 次,「 根」,「又」等凋,意 文也運容易把掻;到 了 「所」,「所
以」,「者」,「乎」,「5監 等,那 就虚透了。
と言 う。
1LP中 國文法學初 探』(1叫0,商 務印書館)で は,
依 中國語的群句看來,中 國的詞只能分爲下列的七類=
として・ この七種類 が挙 げ られ る。
12・r汲 悟落法修辞新探』下冊(P546)に よる・




美1小 炎部1丁 大 美
甲・人称代凋 乙,美 接代 凋 丙.洵 同浸
提代凋
1名 伺
















甲,限 洞 乙,飾 洞
甲,前 直介洞 乙,后 置介 凋
甲,昇 列連 凋 乙,搭 配達洞
甲,起 伐助 凋 乙,提 式助祠 丙,頓 撃助
凋 丁,収 束助洞 戊,帯 搭 勅祠















とな っ て い る6
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讐.『 詞類a(?収 語知識 講話 三・第一輯)に.よれば,
副詞錐 属干虚 詞一美,但 官帯有几分実詞的性質,一 。。
な どと言 ウて,半 実洞,半 虚調 に近 い表現 を採 るが・ 本書 の啓蒙的性 質か らか
,敢 えてそれ に言及 していない。
15,『 現代汲 悟濱法耕活』(仲 匡語文巫弔』所収)
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